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【目標達成計画 〕

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点,課 題

一u-▼

目 標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容

目標達成に

要する期間

1 32

終末期のあり方につい
て、入居後に説明 ・同

意を頂いていることが
多く、意向の再確認も
間が空きすぎている。

こまめな状態報告を行 い高齢
であることか ら急変がある

事、主治医 との連携について
説明する等 して終末期にっい
て身近な事であると認識を
持って頂 く。

入居時に説明行い同意を
頂き、その後は更新時や
状態変化のある時に適時

再確認行 う、運営推進会
議の議題に挙げる。

3ケ 月

2 35

法人での備蓄はある
が単独での備蓄がな
い。

11

母体施設があるが災害時連
携が難 しいことを想定 して
ホーム単独での備蓄を行
い、余裕を持って対応がで
きるようにする。

オール電化の為停電時
の対応 として2・3日 分
の食料等は火を使わな
い物や簡単な調理で済

むものを準備する。

半年
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注1)項 目番 号欄には,自 己評価項 目の番号 を記入す ること。

注2)項 目数 が足 りない場合 は,行 を追加す る こと。


